
 

 

質問と回答 

質
問
① 

・仕様書 ７実施方法 

〇令和５、６年度の年間の実施回数を町ごとにお示しください。 

〇令和５、６年度の1回の支援時間数を町ごとにお示しください。 

〇学習支援実施中には、事業実施担当者1名が滞在していることが最低条件でしょ

うか。その場には常時、生活支援事業担当者も必須でしょうか。 

※生徒が25名以下の場合です。 

回
答
① 

〇令和５年度の実施回数は以下のとおりです。 

市川三郷町40回、市川三郷町（六郷地区）39回、富士川町39回、身延町39回、南

部町39回、昭和町40回、西桂町39回、忍野村40回、鳴沢村39回、富士河口湖町40回 

〇令和６年度の実施回数は以下のとおりです。（令和7年2月末現在） 

市川三郷町38回、身延町37回、南部町38回、昭和町38回、西桂町37回、忍野村38

回、鳴沢村38回、富士河口湖町38回 

〇令和５、６年度の１回の支援時間数は、全ての町村において３時間です。 

〇事業実施担当者は、学習支援会場に１名を配置してください。また、同一時刻に

複数会場の事業実施担当者を兼務することはできません。 

 生活支援事業担当者については、参加者の状況を十分に把握したうえで、生活支

援及び進路相談等の支援に対応できる場合には、実施場所に常時配置しないことも

可能です。 

質
問
② 

・様式第2号「企画提案書」 

〇９本事業に係る職について、別紙とありますが、提案書内で記載しても差し支え

ないでしょうか、また、個人情報の観点から個人名を差し控えることはできますか。 

回
答
② 

事業責任者、事業調整管理者、生活支援事業管理者、事業実施担当者の全員につ

いて個人名を記載してください。記載箇所については提案書内に記載いただいて構

いません。 

質
問
③ 

その他 

〇令和５、６年度の各町の参加人数をお示しください。 

〇令和５、６年度の各町の配置職員の年間の延べ人数、参加した生徒の延べ人数、

年間の実施回数をお示しください。 

〇令和５、６年度の成果と課題についてお示しください。 

回
答
③ 

〇令和５年度の参加人数は以下のとおりです。 

市川三郷町3名、市川三郷町（六郷地区）10名、富士川町3名、身延町22名、南部

町3名、昭和町6名、西桂町7名、忍野村8名、鳴沢村4名、富士河口湖町18名 

〇令和６年度の参加人数は以下のとおりです。（令和7年2月末現在） 

市川三郷町13名、身延町33名、南部町5名、昭和町9名、西桂町14名、忍野村11名、

鳴沢村3名、富士河口湖町14名 

〇令和５年度の参加延べ人数は以下のとおりです。 

 市川三郷町69名、市川三郷町（六郷地区）140名、富士川町44名、身延町620名、

南部町86名、昭和町157名、西桂町227名、忍野村210名、鳴沢村91名、富士河口湖町

278名 

〇令和６年度の参加延べ人数は以下のとおりです。（令和7年2月末現在） 

市川三郷町307名、身延町809名、南部町143名、昭和町186名、西桂町248名、忍野

村220名、鳴沢村56名、富士河口湖町209名 

 



 

 

 

〇令和５年度の配置職員の延べ人数は以下のとおりです。 

市川三郷町40名、市川三郷町（六郷地区）39名、富士川町39名、身延町42名、南

部町39名、昭和町40名、西桂町39名、忍野村40名、鳴沢村39名、富士河口湖町40名 

〇令和６年度の配置職員の延べ人数は以下のとおりです。（令和7年2月末現在） 

市川三郷町38名、身延町71名、南部町38名、昭和町38名、西桂町37名、忍野村38

名、鳴沢村38名、富士河口湖町38名 

〇年間の実施回数については回答①をご参照願います。 

〇学習支援を通じた居場所の提供及び居場所での相談支援については、令和６年５月か

ら令和７年２月までの実績おいて、令和５年度と比べ延参加者数が約400人増加す

る等、一定の成果が生じていると考えますが、更に体験活動を提供することにより

業務改善の余地があると考えています。 

質
問
④ 

 

選考方法につきまして、企画提案書の内容のみの審査になりますでしょうか？ 

代表者によるプレゼンのようなことは、ありますでしょうか？ 

その場合の詳細（対面・オンライン、場所、日時、実施時間など）を教えていただ

ければと思います。 

回
答
④ 

４月２５日（金）午後に開催する審査会において企画提案書のプレゼンテーショ

ンをお願いします。対面を原則としますが、オンラインによることも可能です。 

プレゼンテーションの時間は２０分以内とし、その後質疑の時間を設けます。 


